
NPO 法人横浜日独協会 第７６回理事会議事録 

 

１．日時：2024 年 9月 21日（土）13：00～14：20 

２．場所： 横浜市技能文化会館 802大研修室 

３．理事総数 17 名  

 

４．出席者：成川会長 向井副会長 南雲副会長 山口常務理事 大堀常務理事  

津澤常務理事 ユーデック理事 中尾理事 佐藤理事 藤田理事、北井理事  

大治理事、岡本理事                  以上１３名  

（欠席・議長委任）寺澤常務理事 西条理事          以上  ２名 

（欠席）小島理事 ゼーリヒ理事              以上 ２名 

     （理事以外の出席）能登監事 中野監事                     以上 ２名 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果  

定款第 32 条、34 条にもとづき、成川会長は、理事会を招集し、成川会長を議長とし

て開催された。 本理事会の議事録署名人は議長の成川会長、向井副会長、南雲副会長

とした。 

 

第１号議案（報告）  

 

前回（４/２０）の第７５回理事会以降の主要な活動報告と今後の予定について  

〇５月１８日（土）、２０２４年度（第１０回）定時総会が開催され、２０２３年度決算や

人事等が承認された。理事数は、３名の退任（大瀬副会長、斎藤常務理事、小貫理事）が

あり、新たな理事数は１７名となった。 

○７月２日―３日、関西・四国旅行が実施され、神戸日独協会との懇親も行われた。 

○７月４日、新任の横浜市役所三枝国際局長を訪問し、今後の更なる連携を約した。 

○在日ドイツ大使交代（フォン・ゲッツェ大使はメキシコ大使へ）。新任はペトラ・ジグム

ント大使。ジグムント大使は既に着任しており、一回８月のドイツ海軍フリゲート艦の歓

迎レセプションで短時間接触したが、１０月末の日独フォーラムでゆっくりお挨拶をする

ことになろう。また落ち着いたら講演もお願いしたい。 

〇ボッシュ・ジャパンのクラウス・メーダー社長とは、ボッシュ・ジャパン新本社見学を

協議していたが、前理事の神永氏の連絡で、彼が退任することになったことが分かった。

横浜の都筑区の新ビル内の本社を訪問は、後任と検討することになろう。 

〇大瀬顧問が作成されたフェイラー社山川さんの YouTube紹介動画を協会ＨPに掲載した

ので、ご覧頂きたい。                        （成川会長） 

〇１０月以降の講演会予定は、１０月：ウーヴェ・ハイルマン氏（指揮者・音楽監督）、１

１月：ゲオルグ・ロエル氏（ＮＲＷジャパン社長）。１２月は休会とした上で、１月から再

開する。   



○ウーヴェ・ハイルマン氏の講演に際しては、彼より会場でのコンサートチケット販売を

強く要請された。取りあえず営利目的の会合ととられないように注意して対応した

い。                                                    

（大堀常務） 

○今回は止むを得ないが、今後講演者の選択に際しては、あまり商業性を出される方は避

ける方向で対応したい。                      （成川会長） 

 

第２号議案（報告） 

 

○神奈川県の認定 NPO法人ステータス５年目の更新申請書一式を、期限の７月末までに提

出した。その後、８月に県の第一回審査会が開催され、そこで出た質問につき、この連休

明けまでに回答予定。その過程で、いくつか認定ＮＰＯ法人としての対応が出来ていなか

ったこと（２０２３年５月の役員再任後の代表者登記更新や、ＨＰの決算関係情報の未掲

載等）が判明し、現在対応中。今後県への回答を受けて、１０月に第二回の審査会が行わ

れる予定で、そこでの認可更新がスムーズに進むことを期待している。それを受け、次は

来年初めに向けて横浜市の認可更新手続きの準備に入ることになる。 

○事務局業務補助者につき、賛助法人会員である富士フォトハイドロ社勤務の女性からの

応募があり、面談等を行った。大瀬顧問も良くご存知の方で、人物は大丈夫だろうという

ことで、先般「守秘義務契約」を締結し、可及的速やかに業務を始めて頂く予定。但し、

月―金は同社で勤務されていることから、週末中心の在宅勤務ということになるので、多

くは期待できない。まずは、会計関係を「ダブル・チェック」してもらうところから始

め、徐々に補助可能な業務範囲を拡大していきたい。 

○８月末、日独協会後援の「日独ユースネットワーク」の成果発表会に参加した。そこで

日独の若者たちと接する機会があったので、当協会のヤング・クラブ等も紹介した。今後

のヤング・クラブの活性化に繋がることを期待している。        （津澤常務） 

 

○県の認可更新に関わる質問中に、認可ステータスのメリットである寄附の免税扱いを十

分利用できていないのではないか、との指摘があった。それについては、今後プロジェク

トを企画して、そのベースで法人からの寄付を積み上げるといった「決意」を表明した

が、そもそも認可ステータスをどうするか、という点も今後皆さんと協議していきたい。 

                                  （成川会長） 

 

第３号議案（報告） 

〇９月１７日、ハンブルグ桜の女王歓迎会を開催した。今回は、自民党の総裁選の影響も

あったのか、スケジュールが二転三転し、最終的に「シドモア桜の会横浜」や「日本さく

らの会」との「合同開催」となり、ハンブルグからの女王に加え、フィンランドや日本の

桜の女王も参加するイベントとなった。２年に一回の来日であることから、次回は２０２

６年となるが、これは「ハンブルグ州からの公式な派遣」であり、「ハンブルグ州日独親善



大使」として来日横浜市長、大阪市長宛の「公式な親書」も手交されていることから、引

続き支援したい。                         （向井副会長） 

 

第４号議案（報告） 

〇昨年に続き、８月２２日に白山ハイテクパークで開催された法人会員であるトルンプ社

のオープンファクトリーに参加・支援を行った。当日は小学生中心に、同社の物作り体験

を行うもので、たいへん素晴らしい企画であった。また企画終了後、今般新たに新社長と

して着任されたマイケル・ザムトレーベン氏にご挨拶ができた。ザムトレーベン氏

は、2017 年に日本法人の副社長・経営企画本部長を務めており、２回目の日本勤

務であるとのこと。 

○恒例のクリスマス会は、例年通り横浜霧笛楼１２月１４日（土）に開催するが、最近の

物価上昇もあり、値段を昨年の 7,000円から 9,000円に上ることで合意した。参加者はご

了承頂きたい。                          （南雲副会長） 

 

第５号議案（報告） 

〇高校生作文コンテストは、８月２０日が締切りであったが、今回は応募なしとなった。

要因としては、今回は受賞者のドイツ派遣がなかったことが考えられるが、今後は、同年

代のドイツ人の相手との交流を前面に出す等、学生や担当の先生に熱心になって頂くよう

な工夫をしていく必要があると感じている。              （佐藤理事） 

                                              

第６号議案（報告） 

〇昨年もご協力頂いた中山地区の「多文化フェア」が、今年も１０月６日に開催予定で、

今年も参加及び当日のご支援をお願いしたい。 

○フランクフルト/横浜市民ネットワークのドイツ側担当者である図研ヨーロッパの社長

（奥様が、日本本社社長の娘）が１０月に来日するので、１０月の例会時に会場を訪問

し、成川会長他にご挨拶させて頂きたい。               （岡本理事）                 

                                                   

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

以上、この議事録が正確であることを証します。  

 

2024 年 9月 21日  

議     長    成川 哲夫  

議事録署名人    向井 稔 

議事録署名人   南雲 淑子 


